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研究成果の概要（和文）：この研究は、被災集落における復興計画の策定に参与し、その過程を記録する事で、住民主
体の合意形成過程、住民要求の把握と各種復興事業の実施における課題について明らかにすることを目的としている。
研究対象は主として岩手県大船渡市三陸町越喜来崎浜集落及び宮城県気仙沼市大島を対象とし、以下6項目の研究を行
なった。1)岩手県内沿岸集落の津波被災に関する歴史的研究、2)集落空間と生活実態の調査、3)防集事業における住宅
復興の課題整理、4)被災後の集落共同空間構築過程の記録、5)漁集事業における課題整理、6) 漁業史文庫の再建支援

研究成果の概要（英文）：This study aimed to record and clarify problems with the reconstruction process 
Tsunami suffered fishing villages. Research subjects were primarily intended for Iwate Prefecture Ofunato 
Sanriku Okirai Sakihama village and Miyagi Prefecture, Kesennuma Oshima, and study of the following six 
items. 1) historical research about Tsunami suffered fishing villages in Sanriku coast area, 2) 
investigation of the village space and living conditions, 3) problems of housing reconstruction and group 
relocation, 4) record of the village co-space reconstruction process after the disaster, 5 ) problems in 
project to improve disaster protection function of fishing villages, 6)support project for reconstruction 
of library for historical documents about fishery cooperative.

研究分野：建築計画

キーワード： 漁村集落　東日本大震災　復興計画　参与

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 東日本大震災は甚大で多様な被害を広範
囲にもたらした。特に三陸沿岸の多くの漁村
集落では津波により甚大な被害を被った。 
 本研究の代表者らは震災発生直後からこ
うした津波被災集落の被災状況調査と復興
計画への支援を行なってきた。集落部の先行
地区での復興計画策定過程は、通常の都市計
画と異なり、住民が主体となって地区毎に参
加型の復興会議を構築し、合意形成を進める
形で進行していた。こうした住民参加型の合
意形成過程に関する詳細な調査は十分に行
なわれておらず、特に復興計画策定過程への
参与的方法による調査研究は皆無に近い状
態であった。 
 
２．研究の目的 
 この研究は、被災集落における復興計画の
策定に参与し、その過程を記録する事で、住
民主体の合意形成過程、住民要求の把握と各
種復興事業の実施における課題についてあ
きらかにすることを目的としている。研究対
象は岩手県大船渡市三陸町越喜来崎浜集落
及び宮城県気仙沼市大島を対象として行な
った。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法と構成は以下である。 
 
(1) 岩手県内沿岸集落の津波被災に関する歴
史的研究 
 三陸沿岸における漁家の変遷と明治以降
の大津波による被災と対策の歴史を調査し、
その再生の過程に関して明らかにした。 
 
(2) 集落空間と生活実態の把握 
 集落の近隣空間調査と既存家屋調査、住民
ヒアリング調査を行い、震災以前の集落空間
の特徴と集落での生活実態を明らかにした。
（越喜来崎浜集落） 
 
(3) 防集事業における住宅復興の課題整理 
 防災集団移転地における復興住宅のあり
方を検討する住民ワークショップに参与し、
住宅再建に向けた被災者の住要求を明らか
にしつつ、地域型復興住宅の提案と課題を整
理した。（越喜来崎浜集落） 
 
(4) 被災後の集落共同空間構築過程の記録 
 仮設的集会施設の自力建設を支援し、その
建設過程における課題を整理しつつ、被災集
落の復興における共同空間の役割を明らか
にした。（越喜来崎浜集落） 
 
(5) 漁集事業における課題 
 浸水低地の土地利用のあり方を検討する
住民ワークショップに参与し、集落の共同空
間のあり方に関する住民要求を明らかにし、
漁集事業の実施過程における課題を明らか
にした。（越喜来崎浜集落） 

(6) 漁業史文庫の再建支援 
 被災した漁協の文書の救出と収蔵庫の建
設支援を行い、その過程における課題を整理
した。（気仙沼大島） 
 
４．研究成果 
(1)明治以降の津波被害と対策 
三陸沿岸集落の特徴的地形として I 型海岸、
V字型湾、U字型湾、Ω型湾の 4種 6地域(綾
里白浜、普代、田の浜、気仙町、田老、野田)
を対象に過去の津波被害と対策の状況につ
いて明らかにし、高台移転は漁業を営むに影
響のない距離に抑える必要性や集落と海と
の機能的景観的繋がりを維持しながら避難
路を整備する必要性を示した。 
 
(2)集落空間と生活実態 
①近隣空間の特徴 
 崎浜集落は緩やかな沢を単位に住居群が
立ち並んでおり、沢にそった敷地近傍にキッ
ツとよばれる外部の水場が設置されている。
住宅の敷地内に沢から水を引き込んだもの
や、沢に足場を設けたものなどがあり、かつ
ては集落の中心の川（現在は道路拡張に伴い
暗渠化されている）に沿って共同の水場が立
ち並んでいた。漁具の洗浄や魚介類の処理な
ど必要から生じた何気ない生活の工夫によ
るスペースであるが、地域住民間の日常的な
コミュニケーションの契機をごく自然に生
み出す集落の共同空間的としての役割をも
備えていた。 

図 1 崎浜集落近隣図 
 
②屋敷構成の特徴 
 屋敷の構成は、母屋と長屋からなり、母屋
はオカミ、ナカマ、カッテ、ザシキと呼ばれ
る四間の構成が共通して見られた。各部屋の
使われ方は現代的に変化しており、1)ザシキ
には仏壇が置かれ、日常的な使用は少ないが、
独立した家族の帰省時などに利用される場
合が多い。カッテは隠居間として利用され、
ナカマは新婚夫婦の寝室として利用される
場合が多い。こども部屋は上階に増築される



場合が多く見られた
ベースに増築や改築によって現代的な居住
ニーズに対応してきたといえる。
 また従来の間取りから変化している点と
して廊
空間が上げられる。チャノマは基本的に床座
のスペースであり、ホリゴタツが置かれ、食
卓を兼ねる場合がほとんどである
ゴタツを備えたチャノマは伝統的な漁家の
ニワ-
言え、普段の日常的な団らんや食事はこのチ
ャノマで行われる。この特徴的な空間は、伝
統的な生活スタイルの継承とみることもで
きるが、一方で冷え切った体をすぐに温める
ことのできる、漁業者にとって今も重要な生
業のための設備でもある。

図 2 
 
(3)防集事業に
①防災集団移転地の計画策定
 崎浜集落は唐丹や綾里など近隣の漁村集
落と比べて比較的緩やかな勾配の地形が広
がる集落であり、今回浸水した低平地を除き、
高台の傾斜地には農地と住宅が緩やかに拡
がっている。当初
遊休地を活用し、既存の集落の中心部に近い
範囲に、５〜１０戸の住宅群を差し込む形で
の高所移転を提案した
いてこの
地の見学、検討、地権者の意向確認などが行
われたが、崎浜地区では埋蔵文化財包蔵地に
登録されている区域が多く、差し込み型の移
転候補地はこれに該当することが行政との
協議の中で明らかになった。移転事業の実施
には発掘調査を経る必要があり、それは事業
の実施の遅れを意味するため、こうした葛藤
の中、再度調整が進められ、
縁辺にあたるエリアにまとまって集団地を
形成する方向に事業計画がまとまった。既存
集落からやや離れた場所になるため集落中
心部や漁港と集団移転地のアクセスに問題
が残るものの、元々低地部では隣接して
でいた事
緒にという思いが目標化し、
転が決定
 集団移転地の住宅地計画も住民
ョップによって検討した。筆者らは良好住宅
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流の相手である浮田地区の支援（建設協力、
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 建物はプレハブのユニットハウスと在来
工法を組み合わせた計画であり、
 建設後建物は住民により「浜らいん」と命
名され、養殖組合など漁業者の会合の他、地
域の復興イベント（竿燈まつり）
大会、同窓会など多様な利用がなされており、
その有効性が明らかになった。
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整備が望まれた。ここにかつてあったキッツ
を親水水場として再生し、こどもの遊び場を
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漁業施設、観光施設をそれぞれ集約し、特徴
のあるエリアを創造する。
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また課題として明らかになったのは以下

の点である。漁業集落防災機能強化事業の制
度的な制約として、防災的な理由付けがもと
められるため、防災だけでなく景観や利便性、
アメニティを含めた総合的な住民要求と不
整合が生じた場合に、制度的に実現が困難と
なる。また個人敷地の土地利用について、積
極的に活用する
は建っていない。
が望まれる。
 
(6)
 気仙沼大島では津波
の救出とその資料を収容する収蔵庫の建設
支援を継続している
課題を
①島内での合意形成
 当初大島島内では、
住宅や漁業関連施設の再建が優先されるべ
きだとの
建設事業が一時停滞
その他の間の再建優先度に対する認識の相
違は各地の被災地で起こりうることである
と考えられ、それを踏まえた合意形成が
といえる。
②県
 宮城県は１県１漁協であり、
協関連施設に
の単位で
のことがいく
用地の問題である。当初収蔵庫は既存の漁協
集荷施設横の空地に建設する予定であった。
復興
用地として利用される事が県漁協によって
決定され、収蔵庫建設用地が
なった。最終的には地元有志による用地提供
があり
う一つの問題が生じた。計画調整の問題であ
る。新敷地の隣地に、新たに
されることになり、
なった。地元関係者はそれぞれを一体的に利
用できることを望んだが、漁協は補助事業の
目的外にあたる施設としてスムーズな計画
調整をおこなうことが困難であった。
③建設物価の上昇
 大島は離島であるため元々コンクリート
等の建設物価が高いが、加えて復興建設需要
の高まりにより、建設費は当初予算を大きく
上回ることになった。
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められるため、防災だけでなく景観や利便性、
アメニティを含めた総合的な住民要求と不
整合が生じた場合に、制度的に実現が困難と
なる。また個人敷地の土地利用について、積
極的に活用する住民の不足しており、見通し
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用地の問題である。当初収蔵庫は既存の漁協
集荷施設横の空地に建設する予定であった。
過程で、当の用地が漁協の事務所の再建
用地として利用される事が県漁協によって
決定され、収蔵庫建設用地が
なった。最終的には地元有志による用地提供

実施が可能となったが、
一つの問題が生じた。計画調整の問題であ
る。新敷地の隣地に、新たに
されることになり、収蔵庫が隣り合う
なった。地元関係者はそれぞれを一体的に利
用できることを望んだが、漁協は補助事業の
目的外にあたる施設としてスムーズな計画
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